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はじめに
松本市不0田西原の一帯は以前から土師器・須恵器 灰釉陶器等が散布してあり周知の遺跡として知られてい

たが、昭不030年代に開田事業が行われ、遺豚はほとんど破壊されたものと者えられていた。その後、同地には

松本市により臨空工業団地建設が計画され、B召不061年 12月に工事開始に伴う土取りの際、3量の遺物とともに
い<つかの竪穴住居址が確認された。このため松本市教育委員会では関係機関と協議し、まず試掘調査を行い、
次いで緊急発掘調査を実施することとした。調査範囲は工業団地の調整池＼処理場、沈砂池予定地で、先に上

取りをした場所のうち約7500m'である。

調査は昭和62年 5用から7月にかけて行われ、以下に示す多くの成果が得られたわけであるが、一万、遺跡
|よ更に西倶」へ広がつていることが半」明したので、今後も調査を継続することとした。本書は今回の調査概要 |こ

ついて報告するもので継続調査終了後に本報告を行いたい。

**********************************************

遺跡の立地・環境
本遺跡は松本市の西南、山形村に接する位置にあり、標高は約 642mの緩<東北に傾斜する耕作地帯で、現
況は水田である。遺跡はその名の示すように三間沢川左岸にある。三間沢川は山形村西万の清水寺下辺より発

して＼村内東方で唐沢川と合流し、松本市神林川西で鎖川と合する。通常は水の少ない川であるが、降雨時に

は山形村の水を一つに集めて流下するため、河床を掘下げ、川幅10mあ まりに対して深さは3～ 4mと深い。
三Fo3沢川・唐沢川等の小河川は梓川・鎖川の扇状地を浸食し、各所に小規模な河岸段丘をつ<つている。上壌
は表土 (耕イ乍土)は黒褐色の粒子の細がい上で、春先には塵埃となつて巻き上がる光景がよ<見られる。第2
層は乗鞍岳・御岳などの噴人による□一ム層であるが、場所によつては□―ム層中 |こ小礫層が含まれるものも

ある。□―ム層は厚<数メートルに及ぷ。
周辺の遺跡については、西倶Jの山形村北西に縄文前期、弥生後期の唐沢遺師があり、その北倶」の北唐沢遺跡

では縄文中期土器片が多出している。そねを東に下ると神明遺「Tlがあり、縄文前期の滑石製品が出ている。更

に東に下ると縄文中期を主とする三夜塚遺跡がある。三夜塚遺跡は1日唐沢川の窪地の南北両縁にあり、縄文早・

中・後期、弥生後期、奈良・平安時代と幅広い時代の遺物が出上している。この三夜塚遺跡の近<には、北に
波田B3」に続く下原、南に堀之内・北竹原、東に野尻の各遺跡があり、下原・野尻の両遺跡からは奈良・平安時

代の遺物が採集されている。本遺跡を経て東へ行くと、不0田に入つて中野尻・下野尻遺跡があり、これらは本

遺跡の範囲に続<ものである。他に太子堂がらは石鏃が採集されている。三FB5沢川を渡つてすぐの右岸には縄
文、奈良・平安時代の三間沢川右岸遺跡があり、更に南の松本市神林と山形村の境にあたる魔窪遺跡がらは弥

生中期と平安時代の遺物が出上してしヽる。境窪遺跡の東倶」の神林開田からは縄文中期、平安時代の上器片が採

集されている。鎖川を渡ると近<には遺跡がな<、 奈良丼川寄りになると奈良・平安時代の遺跡が多<なる。
このようにして見ると、奈良・平安時代には平坦地にななりの集落が営まれていたことが窺える。

調査地西倶」部分の竪穴住居址群



発掘調査の範囲 (1:4000 上方が北)

調査の成果
今回の調査では約7500m2の 範囲内に、総数 130棟に及が竪穴住居llLを主体として掘立柱建物址・上墳

。満llL

が発見さね、平安時代の大規模怠集落llLであることが確認された。各遺構からは多量の上器・陶器類のほか鉄

器・銅製品・石器・石製品など多種の遺物が出上している。発見された各種の遺構および遺物の概要は下表の

とおりである。出土遺物から推定する各遺構の年代は、すべて9世紀中頃から10世紀中頃のほぼ 4世紀間に収

めることができる。

特記すべき調査所見は、遺構については、第一に大形の竪穴住居llLの主柱穴と補助柱穴の配置に好例が見ら

れること(3・ 4頁参照)、 第二に集落全体では住居と溝との関係、あるいは住居FB5の配列に一定のllB向が窺える

こと(5・ 6頁参照)が挙げられる。遺物では、銅製E□鑑や補修痕のある佐波理鋼の出土(9頁参照)、 緑釉陶器の

多いこと(ア・8頁参照)が注目に値する。特に緑釉陶器は図示できないものまで含めると総数で150点余となり、

同時期の他の遺師に比べて際立つた違いを見せている。また墨書上器で同―の文字『王』を記したものが、多

<の竪穴住居llLから出上していることも見逃せない。
以上のような内容の今回の調査は、幾多の貴重な遺物の出上や竪穴住居・集落の構造に迫るなどの者古学上

の成果にカロえ、古代史的にも松本平南西部の開発や更には筑摩郡 。松本平の発展を探るための良好な資料をも

たらす意義の大きいものであつた。

現在、遺物についてはごく―部の整理が終えたのみで全体像をつかむには程遠いが、ここまでの調査結果ガ

ら推測すると、この平安時代の集落は並外れた数の緑釉陶器や銅製品を保有する有力な集団が約 4世紀という

短い期間内に、大規模がつ計画的に開発・入植し、そして去つていつたものであつたと言える。集落の性格に

ついては、竪穴住居址の数にLじべて掘立柱建物址が少なく規模もノ」ヽさい点や、今のところ古瓦・陶硯といつた

遺物が皆無であることを者え合わせると宮衛やその周辺ではないようであり、むしろ荘園的なものを想定した

ほうが良しヽのなもしれない。

遺 構
竪穴住居 jlL 130棟

掘立柱建物ll 10棟

溝  jlL 5本

上   墳 フ基

ピ ッ ト 約100基

遺 物
上器・陶器 上B雨器・須恵器・灰釉陶器多数、緑釉陶器約150点 (小片を含む)、越小N窯系青磁1点

ほとんどが堅穴住居jlLからの出上

鉄器・鉄製品 鏃、鎌、刀子、斧、錮、紡錘車、麻皮景」具、その他器形の不明なもの等50点余、鉄滓約100点

石器・石製品 帯飾り(巡殉 )、砥石

銅 製 品 帯飾り5点 (巡方、銘尾?)、古銭2点 (4点は富寿神宝)、 E日鑑(万一寸の含鍋E□ )、八

稜鏡、佐波理銃 佐波理碗を除き竪穴住居址からの出上
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第55号住居址

1区中央高Бに位置0る大 lJ17イ ]居。|∵'7)に rf ll‐ ■1

を呈し、南北64m、 東西71mの規模布1)l♪。壁はい
ずれt,40釧前後の高さを潤」ll、 1ヽはItl l(ア )「l `、 行|‖ |

さじめた堅緻なものになつてt′ るヽぃ4ガ )深い |111・ゞ
と壁際 |こ 4本配される補レ〕柱穴をt,つてぅ稽 t「 |'1,l_り |、

面にガけてi器が多く出上 t′、」R雨器の|スだけ rt,一

活昂ガ数1 01bl体に及ぷ。ご1れ |こ は「土 |げ)墨雷が多と
'

見らllる。また灰釉隅器や一描品を含 dヽ 10数点 (ア )緑細

陶器が出上し′ている。

第110号住居址
2区南端に位置0る大型の住属。隅文し乃形 (フ )'ラ i′

を呈し、南1じ 56m、 東西68m(ア )規模なt,つ。壁高|(1

40cmが ら60cmと高く、床は貼床で日―ムをB日さ tノめた`

堅緻なものになつている。 4つの深いキホ}穴のほガ

壁際には礎石らしいものも見らオ
´
lる。tt tガ ら床面 |て

'

がけて、±8雨器、須恵器が多数出上。 上師器の|ス、1宛

類を主とするが須恵器のl「l手 1寸きの壺、3国製の帯金具

2点、石製の帯飾り 1点などが特記すべき出土遺物 こ

ある。

第22号住居址

4区北端東倶Jに位置する中型住属。隅丸長乃形のフ

ランを呈し、規模は南北52m、 東西441r。 第23号僅

居tlLに切られる。壁高は一様に40cm前後を洞」り床は程

よく堅くしまりのよい□―ムがらなる。上自n器を中||ハ

とした上器が少量出上したが、とりわけ注目0べ さこ

とは、壁際より 「長良私 E日 1と読める銅製の[日 1詰が発

見された事である。本l■は、規模、構造、他の出主遺

物等ガ・
~2見
ても平均的な住居llLであるにもガがわらず、

このような貴重な遺物が出たことは不思議な事である。

掘立柱建物址

1区 中央部、北部、南部に 4棟 づつ、2区満 4南部
にはフ棟集中して存在した。本調査区域に総数 C10棟

みられる。建物の平面形は方形ないしやや桁 l■のある

長乃形で、柱の配置は大半が桁・梁同数で 2 PB3がら 1

間の侵」柱式であり、総柱式は 2軒みられるのみである。

主車0万向はほと/1どが南北を指し、わずがに建物t19

が東にふれる程度である。写真は建物址 6(手離1)、 5
(奥 )。



第55号住居址の構造
カマド両脇の Pl・ P2および床中央の P3・ P4を主柱
穴とし、 P5～ P14誅 で壁際に4つづつ補助柱穴がなら

が。他のピットはいずれも浅<、 柱穴とみなし難い。P9

・P40より僅かに内倶1のビットは入□部施設に半」う可能

性がある。カマドは西壁中央にあり、やや張り出す。床

は全般的に堅いが、特に主柱穴に囲まれる―帯が非常に

堅緻 |こなつている。床に掘られた小溝は、間仕切り施設

または板張り床の存在を3音示させる。カマド内の他に床

上4か所に焼上がある。

Ш I LI A′ Ш I

十 B

P44

P13

P12

P11

P5

●

●

圃

P6
太い柱穴

細い柱穴   P7
カマドの範囲

本

Pl P2

P3  P4

第55号住居址実測図(4:120)

P8   P9

柱穴配置模式図

第110号住居址の構造
大形のビットPl～ P4が配置からみて主柱穴と考えら
れる。 P3・ P4が壁直下であるのに対しPl・ P2は 若干
内倶lへずれる。この他 |こカマドの脇とその対辺にやや壁

外へ張り出すよう|こ、内部に平らな石をもつ浅いピット

(P5～ P7)があり、底板(礎石)を有す柱穴である可能性
がある。周溝は北 。南壁下にのみみられる。 P6・ P7間

内倶」の小満は入□部施設であろうか。本址は褐色上中に

掘り込まれているため、床は□―ムを貼つて堅緻にDBき

締めている。北西と南東の隅には浅<大きな窪みがある。

●  太い柱穴

●  礎石状の石

睡ヨ カマドの範囲

+ B

第110号住居llL実測図(1:120)

P6  P7

柱穴配置模式図

松本市周辺の遺跡では、奈良時代から平安時代にかけて竪穴住居址の柱穴が無<なる現象が顕著である。本遺跡|こあいても柱穴が存

在する住居址は後述のとあり130棟のうち8棟のみで、ここに示した 2例はむしろ特異なものといえる。その柱穴配置も、4本の主柱穴
が住居址コーナー部がら等距離の床上に方形配列をなす、古墳時代がらの伝統的な型は第43号住居址のみで、他のほとんどは第55号住

居址の様な、カマドの両倶」ないしはその対辺の壁際と床中央部にあつて長万形の配夕」をなすものとなる。第10・ 58号住居址の様に、著

しいものでは壁際柱穴が外部へ張り出す。この現象の背景|こついては、住居内から可能な限り柱穴(即ち柱)を少な<する意図があつた
と考えられるが、Lじ較的人形の住居 |このみ柱穴が残るとばかりもいえず、上屋構造の変イヒも考慮される。
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遺構と集落
遺構は調査地のほぼ全域に広がつているが、東西ん向 |こ調査地を

′

員流する溝 2～ 4により区画され、溝 3以北に竪穴住居llLが、また

以南には掘立柱建物jlLが集中している。

竪穴住居姓はいずれも隅丸万形の平面形で、規模は一辺約 2～ フ

mと格差が著しい。どの住居も東西万向に主軸をそろえ、竃はほと

んどが西または東壁に設けられており、北壁のものが少数見られる

が南壁にあるlp」は皆無である。柱穴をもつ住居は、第 10・ 16・ 43・ 50。

55・ 58・ 99・ 110号の 8軒にすぎない。このながで平面規模の突出して

大きい第50・ 55。 99号の 3軒は各壁直下に4本づつの補助柱穴が配さ

れる。

10棟発見された掘立柱建物 llLは、竪穴住居llLと 同様 |こ主軸は東西

乃向を指す。第 5。 9号が 2× 2間の総柱式、第 2・ 3・ 6・ フ・8。 10

号が倶」柱式で桁行 3間、梁行 2間のものが多い。第 6。 フ号は片倶」

の梁行に平行して 1列ないしは 2列の柱列をもつ。

5本の満tlLはいずれも正確に東西を示しており、人為的な遺構で

あることがわがる。溝 2・ 4の下層は砂J性が強<用水路と推定され
る。溝 2が調査地西部で一旦とぎれるのは後世の肖」平によるもので、

本来は通じていたのであろう。

集落全体で見ると、溝姓を境にして竪穴住居 llL群と掘立柱建物 jlL

群づ分がれることは先述のとおりだが、さらに竪穴住居姓群の配置

を見ると、調査地中央部以東は不規貝」に点在誅たは集中・重複する

のに対し、西部は僅かな間隔をもちながら隣接するように並んでい

る。そしてこの双万の中間には第50・ 55・ 99号の 3軒の大形の住居
が存在し、性格の異なる東西の住居 tlL群 を従えて本集落の中bをな
す観がある。ただし上器の分析によると、竪穴住居llL群の廃絶は、

時期的にはおよそ 3期間に段階づけられる。このため、厳密に見る

と同時期に存在した住居は総数の 4/3以下で、また中央の 3軒の大

形住居jlLも、同時併存ではな<1軒の 3段階の変遷と捉えるんが妥
当であろう。溝 2も重複する住居址にはすべて切られており、古い

時期の住居 tlL群に伴うものと考える。

集落は今回の調査地の範囲より広がつていることは明らがで、遺

構の分布密度や溝llLのあリカからみて主に西万および東殉へ延びて

い<ものと推定される。
溝 3の北隣―帯に遺構の空白地があるのは、溝 2の中断部分と同
様に後世の肖」平によるものである。

0    5    10

6

数字のみは竪穴住居llL

「建」は掘立柱建物址

「上Jは主墳

「溝」は溝 tlL、 あるいは用水路址
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雉又ざ侶ζ重黎晶古虐ユド 翻`瞬
土師器 出土土器の主体をなす。台の
ない不(1・ フ)、台付きの婉(2・ 3・ 6)、

台のない皿 (4)、 台付きの皿 (5)、 小

形の甕(8)、 胴の長い甕(9:下部欠損)

などがある。 1～ 3の内面は炭素を吸

着させて黒色にしてある。

７

′

■

■

１

９

須恵器 苗い時期の遺構がら出土する
が量は少ない。台のない不 (11・ 12)が

ほとんどで、蓋(10)は非常に珍しい。

また小～大形の壺(13)がある。

灰釉陶器 土B雨器にともなつて出土す
るが量はあまり多<ない。食膳具が中

心で、碗 (14・ 15)、 皿(16)がある。各種

のllE類も少数ではあるが見られる(17:

大形の広□瓶 )。

緑釉陶器 出土量は総数で絢 150片と
他の種Bljlこ Lじべてきわめて少ないが、

松本市周辺の同時期の遺跡のながでは

驚<べき多さである。器形の復元でき

るものもがなりあり、ここでは皿 (18)、

段皿 (19)、 大小の碗 (20・ 21)、 含子(22)

の 5点を図示した。

青磁 越小N窯系の青磁 1点のみ出上し
ている(23)。 蛇の日高台をもつ碗の破

片である。

墨書土器

±8雨器や須恵器、まれに灰釉陶器 |こ

墨で字や記号が描かれている。第55号

住居姓では王、第 110号1主居址では安

の字が多い。特に王は30軒近い住居llL

がら出上している。

＼ヽ
、
=二=上
ョ国|′′ち3

4～ 9:土 B雨器
10～ 13:須恵器

14～ 17:灰釉陶器

18～ 22:緑釉陶器

23  :l■d州窯系青磁
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黙  12は 墨書のある主器の実肥 倒よ墨書部分のみの観

28   4は 第18号、2は第23号、3～ 20は第55号、21～29は第110号の各住居址出上。
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発掘調査地

遺 跡 名
遺跡台帳No

調 査 地
調 査 期 間

調 査 原 因

調 査 主体

三間沢川左岸遺跡

松本市64-326

(長野県市 IB」村別遺跡一覧表 )

松本市273(長野県史番号 )

長野県松本市大字不0田字南西原7440番 地

B召不062年5月 26日がら7月 25日

臨空工業団地造成に伴う緊急発掘調査

松本雨教育委員会

響
=.n rfrrfi●

m♀ ――――一―半―一――― ■早――‥

三間沢川 左岸遺跡 (I)

1`/安時代集落lllの緊急発掘調査概報

昭不063年 10目 3111発 イ¬

発 行 オ1ヽ べ市教育香串A
〒390松本雨丸σ)内 3-/′

TFl 0263(34)30()()
EO 刷 中信凸IIEEU用 1株式会ネ1


